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目的　昨年S) 本聚会に由りて,  μ 荒の熱 水,浸111液がト トr  ジソと芦.曽ずること七報セパ

≒ 七の仮づ 蔓出炭に奄礼する阻官物 灘の史体し消や ニつ･) マ重 魂して秀杷戈 各塊介画

柏手における阻官物尚丿物涯と＆ 和長 々-2昭(D溶出べ･ターン 刄,ず号 外肺 戮啖必線 専ふら機

討 左行^＼，し ，3   i)知 見£得 に0)で報 告寸乱

右端 風励ご舗果　氷 茶は,市取 品左函 ヘヽ　ド ）つ・シノ感性測定ぽ5" ダti つ守 ／の茄米試にふ

うfe .   ふ汗よiJxL Q町州 り（ﾔ 過 洛回刈.に尚　のカラムで滴紅介取寓式ド レ･ ト

紅 茶の波出痍 の太霊析内太と，鏃瞰鎖庄C叫2廟 坂衣o./L ～OS'把加硫学下T"丈 殿物左雄X    ,

阻吉辰を調 べた所丿 戸大丿 旭取物O  y.~)づ収にも阻 吉飽 べ残 っし　 しかし了 心力り岐にする

とm.官能 型大雪 又伽Mix  a-200 ）ザ（ 戸過う 乱 緩化皇合 し但た め拡 ㈹瞳の塙合 よドヽ 宕

出位置公‰こな言だ．漫 出液 の凍秘乳議品心ら（S）名後煥洲に ベン也ン7 七ｙン篤 ）によ

3 柚向．錨果，酢願二J- 冷･ ノヒヲゼト ンｏ柚出物Itいwig.   当 リの阻言能は同じ で・ 丿` 肌t 気

外部 の吸牧のぐーク匯心O 九大熊£に見5  札，フリ ーハ/化合端と延定ミ飢-^ ．Q-2O0 叫勿ぬ

菰 置ぽ,    T t  トン柚出物 のFv.ぬ．嫁?/, 酢岐工今)/ で105, エタ・-  Iヽノで 旧 になった(
いド･ シン ＼t7l,）．"7x)一 八/化右 他の一例として友食子雛はｿy t; ,　?n  尿素瘤袁でも同じ

で 乱っト 没食子峻単独ズ洙ド フ･シン阻曽凱収'iく づ 万外ヽこごの舗合鶴亀 が隋官し 皿阜とこ

老 えリに目t;雇討宍イ作5  ．を乱 圭粧内皮(T)   トヽ) 1'ンンの阻玄 は,  ^卜 艮藁偕液波 で 右
刄応レこい聊八　K 匯 と添 加寸3 と阻ヽIts､減 ケし監． こtn 参やら阻考嗜,酸姓りフリ ービ化合

対戸こい）フル ンとめイオン収 蔵･こ由夫 寸"S  と繊起た れ乱

A－157   保存によるか エ夜^a 中の過戚化脂質の増量 とビタΞン によるその匈制

名ぷ屋火・(£･ オー生化, 林 管園女短が　o 熹篠靖ダ ，大石誠 子

目的　mi 。生体内異常代謝に差づ`く過酸化脂質の性或に加l て、食品に由来する外来性

<n廂腹化脂質が注目されているが. われわれが->P  弟ス`゙ ﾐ揃屡 のフラビンレベ･レに及ぼす

a～. eit 過酸化物投与の影響について瀬討レ 同時 に名種卸エ 良a 申の過酸化脂質量 およ

t/' ぞの保存中にあヽける変化を調べ`だ結 果を隋含すると、加 工食品を継続的に雄取した場合、

^ 有される過酸化脂質酢`唯体に大きく影喀すると考えられ、特 に保俘中の増量が問題Y  な

る。そこで これを抑制するために加 工/良品にビタミン顧 を添加し、その効果をit討した 。

方法　市販 のインスタントラーメンあヽよびポヂト テ■■/プ を試料とし･ 准砕 した試料申に

ビダミン靫 をおり込n.  壁気曝蕎 、え昭射 の菜件下が添加効集を調 べた。f' タミン顧 とし

てレチノーノレア-fcデート およr>" ((－ト コフI. ロールを用いf~。通報北 脂質量μ:贅しく組み

立て/: 千オノ< Iレビ ツー/レ酸を用いるゐ法 ＼こよって蕩1ぽ した。
結果　ポ テト 手ツフ・についt  は μ､戸 勿 のレ冷ノ一ノレア･e.デ- ト の添加、2 時間・ 光照

射 粂件でみると過酸化脂質が`焦添加のもののZお30  ズに低 下した。同満 配の・<- ＼ヽコフェー

ロづレも同素辨下で貧添加のもののZ 政 まで抑制レた。インスタント ラーメンにつヽヽ -c も

ほぼ同様の成`績が得られたが`、 この場旁には将に、ど9 ミンノ＼ 添加(7) 際、も照射 を行わな

い時点て`゙腸酸化脂質か低下した のが'将徴的であフた。ビ タミンe  {こつぃてli、(A-     ̂コフ

ェローノレは 見分抑制劾 果含示したが、 アセテート体 は はビんと"億効で'あ っ穴。t すこ、これ

らビタミン類 の有効濃尾に ついても瀕 討して。加 工食品製遥丿舶こおヽけるビタΞン添加 の有

用性 について疆討した。




